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まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ オオキ ジュン 

 

氏 名 

 

大木 淳 

 

派 遣 希 望 区 ■市内全域  □（                   区） 

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は 

プランづくり等 
〇 

地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等 〇 土地区画整理事業  市街地再開発事業 

防災まちづくり等 〇 
横浜市の制度を活用した地震火災対策  防災マップの作成・活用 

多世代向け防災イベントの企画・運営  密集市街地の改善 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯  水・緑・環境 

歴史・文化・アート  空き家・空き地の利活用  商店街活性化 

狭あい道路整備  耐震改修  共同建替  コミュニティの再生 

地域の活動拠点運営  地域公共交通  ICT・WEBの活用 

その他（                           ） 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等 

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。（200 文字以内かつ９行以内） 

地域まちづく
りルール 

元町地区 
（中区） 

①H20～21 
②H25～26 
③R2～R3 
④R７～継続中 

元町地区で運用されている３つのまちづくり協定
は、地域まちづくり推進条例に基づくルール認定に
よって、地域が主体となった運用体制を構築してい
る。５年折り毎の社会経済情勢や商店街の状況に照
らして詳細な見直しを行うとともに、H29 年から
はルールを遵守しつつ優れたデザインを顕彰する
「横浜元町まち並みデザインアワード」を実施して
いる（活動は現在も継続中）。 

地区計画 
伊勢佐木町３
～７丁目地区
（中区） 

R7～継続中 

横浜を代表する繁華街の中心、イセザキ・モールの
３～７丁目地区では、まちづくり協定を運用しなが
ら賑わいある街並みを誘導している。近年、沿道建
物の更新が加速する中で、想定外の用途が出現する
などの問題が生じているため、より強制力の高い地
区計画の導入を検討している。そのために必要な調
査を行うとともに、地権者の合意を得るための企画
等について関係者との話し合いを行っている。 

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。 

要綱様式第１号-２  

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 

01240052
スタンプ



 

まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 
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可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書きく

ださい。（200 文字以内かつ９行以内） 

土地区画整理
事業・市街地
再開発事業 

綱島駅東口周
辺地区（港北
区） 

R1～継続中 

綱島東口駅周辺地区では再開発・区画整理事業が進
行中。ここで将来の公共空間の利活用を想定した空
間デザインを検討するとともに、一定のルールによ
る街並みの誘導施策や、将来の街づくりの担い手と
なるエリアマネジメント体制の構築について、地権
者及び事業者、商店会・町内会などの地元組織との対
話を重ねながら検討を進めている。 

その他地域の
まちづくりに
関する計画 

関内まちづく
り振興会（中
区） 

R2～継続中 

JR 関内駅前の旧市庁舎街区及び民間街区では大規
模な開発事業が計画されており、隣接する関内地区
では周辺開発との連携強化、多種多様な人々が集い
交流するまちの将来像とまちづくりの方向性の検討
を進めている。令和７年７月、セントラル関内まちづ
くりビジョン（素案）を策定。イベントを主体的に実
施する地元有志・住民、街づくりの専門家、学識経験
者、開発事業者等による検討を現在も継続している。 

まち普請事業 
Co-coya（緑
区） 

R3 
（R４整備） 

コワーキングオフィス・アトリエ、カフェ、ギャラリ
ーなどが点在するエリア「753village」。その一角に
ある築 60 年の民家を多世代交流スペースにリノベ
ーションする提案。これまでの活動を発展し、地域外
にも開かれた施設とするため、活動主体メンバーと
共に、地元町内会をはじめとする地域団体や多種多
様なクリエイターと交流を深めながら、内装デザイ
ンや設備の必要性について検討を行った。 

まち普請事業 
二つ台みーと
みーと（保土
ケ谷区） 

R6 
（R７整備） 

横浜国立大学西門前、長年地元に愛されていた精肉
店が閉店したことで、卒業生・現役学生らがグループ
を結成し、建物を活用した学習塾＋シェアキッチン
があるコミュニティスペースを提案。住民アンケー
ト調査や実証イベントを重ねながら地域ニーズを把
握するとともに、学生の主体的参加、活動の持続性を
担保することに重点を置き、大学の授業やサークル
活動に位置付けることに成功、メンバーを飛躍的に
拡大することが出来た。 

自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500 文字以内） 

●1996 年以来、横浜市内の数多くの地域まちづくりの現場に関わっています。横浜市の都市景観上重要

な地域地区のランドスケープデザインを手がける一方、地域のニーズと特性を捉え、それにふさわしい

都市環境のあり方について幅広い提案を行っています。 

●地域住民、町内会、商店街、市民活動団体、地域への想いを持った個人等による活動や、地域主体による

事業の企画立案から実践に到るまちづくりの総合的な支援を行います。地域における問題や課題の把握、

それらを解決するための方向性や具体的な方策等について、地域のみなさんとの対話を大切に、共に実

践し、ソフトとハード両輪での持続的な地域活性化を希求しています。 
●人口減少社会、低成長経済などの厳しい社会情勢が続く中で、地球温暖化や頻発する自然災害がもたら

す影響も甚大であり、私たちの暮らしや生業を取り巻く環境は大きな変革が求められています。私たち
が生きる地域社会を持続可能なものとするためには、自らを取り巻く環境が何を望み、何を大切として
いるかを読み取り、そこから学び行動していく必要があると考えています。 

必要に応じて資料を A4 判１ページまで添付できます。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 


